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会員の皆様には、健康診断や学校行事などで、息つく間もなく 1学期を終えられたことと思いま

す。ご多忙の中、第１回・第２回の養護教諭研修会には、多くの方のご参加をいただきました。参

加された皆様の熱心な姿に、より一層気を引き締めて養護教諭会の運営に努めなければと感じてお

ります。今年度の新理事さん２８名と昨年に引き続きます役員８名で、山口県養護教諭会の組織力

アップと資質の向上を図るために活動して参りますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井村 美也子（宇部市立万倉小学校） 

大塚 由紀子（周南市立福川中学校） 

石川 めぐみ（山口県立山口高等学校） 

田中 美佐子（山口市立徳佐小学校） 

濱本 留美 （防府市立小野中学校） 

古屋 陽子 （山口県立下関南高等学校） 

 

木原 亜由美 

（山陽小野田市立本山小学校） 

工永 裕美 （防府市立中関小学校） 

中村 照枝 （宇部市立厚南中学校） 

中島 利江（山口県立萩商工高等学校） 

伊藤 美紀江（山口県立下関中等教育学校） 

竹永 愛子 （山口県立熊毛北高等学校） 

大中 幸子 （周南市立湯野小学校） 

秋定 麻由子（山口県立南陽工業高等学校） 

指導者 神村 信男 様 

 

【選挙管理委員】 

大野 春奈   （周防大島町立三蒲小学校） 

山田 千尋   （下関市立勝山中学校） 

岡山 花名絵  （山口県鴻城高等学校） 



 

 

 

 

 

第１回山口県養護教諭研修会 

期  日 ： 平成２８年７月２２日（金） 

場  所 ： 山口県総合保健会館 

 

内 容 １ ： 「ＡＥＤを用いた救急処置及び運搬等の実際」 

講  師 ： 山口市消防本部 応急手当指導員 

 

内 容 ２ ： 「仲間と学ぼう保健室対応」 

講  師 ： 山口県立大学看護栄養学部 教授 丹 佳子 

 

参加者数 ： ９４名 

 

 

【講義・演習１】 

・知識、手技の再確認ができてよかった。やはり、年１回はやらないと忘れてしまうと思った。 

・基本的な知識だけでなく、様々な場面に応じた対応を聞き、ぜひ職員の共通理解を行いたいと思

いました。 

・実技演習については、直接的な方法などから、実際の救急現場での現場の状況など、事例を交え

てわかりやすくご指導いただき、大変勉強になりました。 

・新しいガイドラインにそってできてよかったです。１人では助けられないので、やっぱり協力者

が必要だと思った。 

 

【講義・演習２】 

・午後の演習は養護教諭独自の有意義な内容で自分自身の日頃の執務を振り返ることができました。 

・それぞれの立場でロールプレイをしてみて、初めて気づくことが多かった。講義では、日常の処

置、判断において重要な点を教えていただき勉強になった。 

・いつもは一人職で悩むことが多く、日々苦戦しております。そんな中で、同じ仲間で学び、対応

の在り方を学んだこと、便利グッズで「こんな物が役立つ」はたくさんの知恵を学びました。と

てもよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２回山口県養護教諭研修会 

期  日 ： 平成２８年７月２７日（木） 

場  所 ： 山口県総合保健会館 

 

内 容 １ ： 「自尊感情をどう理解し育むか 

～共有体験の大切さ～」 

講  師 ： 山陽学園大学総合人間学部  

教授 近藤 卓 

 

内 容 ２ ： 「心身のバランスを守る良い眠り３条件」 

講  師 ： 熊本大学名誉教授 

・兵庫県立子どもの睡眠と発達医療センター特命参与  

三池 輝久 

参加者数 ： ３２４名 

 

【講義１】 

・自尊感情の４つのパターンでは学校で日々関わっている生徒を思い浮かべながら聴いていました。

つい社会的自尊感情をのばそうとしていましたが、基本的自尊感情にも焦点をあてて対応してい

かないといけないと思いました。 

・４つのパターンのお話を聞きながら、学校にいる子

ども達の顔が何人も浮かびました。生徒達と向き合

い、信頼関係を作り、並ぶ関係になれるように多く

の感情や体験を共有したいと思いました。 

・基本的自尊感情と社会的自尊感情の４パターン、と

てもわかりやすかったです。共有体験、養護教諭の

仕事でも、家庭でも大切にしたいと思います。２つ

の歌、感動で涙が出ました。 

・以前近藤先生のお話を聴き、共感すると共に納得で

きました。是非もう一度お聞きしたいと思っていた

ので、話が聞けてよかったです。養護教諭だけでな

く、他の先生方にもぜひ聞いてほしい内容だと思います。 

 

【講義２】 

・「生活リズム/生体リズムの基盤は乳幼児期に作られ

る」ことは初めて知りました。正しい睡眠時間の確

保が学校生活や成績等、様々な影響があることがわ

かりました。睡眠の時間帯、十分な睡眠量、規則的

な生活リズムの大切さをしっかりと子ども達や保

護者の方々に伝え、眠育に力を入れたいと思います。 

・睡眠に問題をかかえていると思われる児童が現在勤

めている学校にもいるが、どのようなアクションを

起こしてよいか、今まで分からずにいたが、今回教

えていただいた睡眠不足の恐さを子ども達にも知

らせ、改善できるような手立てを行っていきたい。 

・睡眠についてこんなにくわしく取り上げた講演を聴いたのは初めてで、驚きました。ためになり

ました。 
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午前中は、健康教育、環境衛生・環境保全、感染症対策の分野から、総計１７の口演発表がありました。会には、未

来を担う看護学生さんがたくさん参加され、口演に対して積極的に質問されている姿がとても頼もしく、印象的で

した。 

午後からの特別講演は、四国医療産業研究所所長 櫃本真聿（ひつもと しんいち）先生の「地域包括ケア時

代～生活を途切れさせない保健・医療の伴走者を目指して」を拝聴しました。とてもパワフルな先生で、「花燃ゆ」

に感銘を受け、愛媛大学病院総合医療サポートセンター長の職を辞し「志」を持って、地域資源総動員による地域

づくりの実現を目指していると熱く語られました。 

超高齢化社会を憂えるのではなく、いかに元気高齢者（ときどき医療・ときどき介護）を増やし、社会資源として

活用していくかを具体的に話され、地域保健の奥深さと重要性を改めて感じることができました。 

 

期日・開催地：平成２８年７月２９日（金） 山口県総合保健会館 

 

特別講演Ⅰ【演題】「学校、地域と学校薬剤師～学校薬剤師を知ってもらおう！～」 

     【講師】東京薬科大学薬学部 医療薬学科 社会薬学研究室 教授 北垣 邦彦 先生  

学校保健の領域構造や動向、課題を押さえた上で、学校薬剤師の法的位置づけや環境衛生検査の実

施状況、最近の話題として医薬品に関することなどを大変、わかりやすく簡潔・明瞭にお話し頂いた。

「サポートしてくれる組織や人は身近にある、いる！」という言葉が印象に残った。 

 

 

 

 

 

発表 ・ シンポジウム 「健康で快適な学校環境をめざして」 

□「よりよい学校環境をめざして」～学校薬剤師との連携や全校で取り組む清掃活動～  

【発表・シンポジスト】 周南市立秋月小学校  養護教諭 佐貫 晶子 先生 

□「学校環境衛生活動への取組」～学校薬剤師・小学校・地域との連携を通して～ 

  【発表・シンポジスト】 周南市立和田中学校  養護教諭 手嶋 美月 先生 

□「本校における学校環境衛生の取組」～学校薬剤師との連携を中心に～ 

  【発表・シンポジスト】 山口県立山口高等学校 養護教諭 久保 明子 先生 

【司    会】沖田 敏宜 先生（山口県学校薬剤師会 会長） 

【指導助言者】北垣 邦彦 先生 ・ 小出 彰宏 先生 

【シンポジスト】河添 真一 先生（山口県学校薬剤師会） 

  

 

特別講演Ⅱ【演題】「学校環境衛生検査の課題と充実について」 

     【講師】文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課 健康教育調査官 小出 彰宏 先生 

学校環境衛生に関する法的なことや環境衛生検査の実施状況等を深く押さえて頂いた。「「学校環境

衛生基準」が学校保健安全法で「大臣が定める」に変わった経緯、重みを皆が認識する必要がある！！」

そして、「最もしてはいけないことは、できていないことを妥協して受け入れてしまうこと！！」と

締めくくられた。 

 

 

 

 

 

表彰式  

 

学校関係 宇部市立厚南中学校 が受賞されました！ 
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主題：生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割 

             ～子供の現代的な健康課題の解決に向けて～ 

期日・開催地：平成２８年８月４日（木）・５日（金） 滋賀県大津市 

 

 

記念講演【演題】「今、豊かに生きぬく力を育むために」 

    【講師】鳴門教育大学特任教授 森田 洋司  

 

基調講演【演題】「生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割」 

    【講師】文部科学省初等中等教育局学校健康教育・食育課 健康教育調査官 岩崎 信子 

明治 38年の学校看護婦に始まった養護教諭の歴史を振り返り、昭和 47年の保健体育審議会答申

から、平成 27年の中央教育審議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」

まで紹介された。職務内容について、「健康観察」は情報の共有と子供の多面的な把握を、「保健教育」

は方法ありきではなくねらいありき、「アレルギー疾患４点セット」はまとめて保管を、「救急蘇生法

の指針 2015」の確認を、などポイントを押さえて話された。また、養護教諭は専門スタッフと協

働し、「チームとしての学校」の総合力、教育力を最大化できるような体制を構築していくことが大

切であり、優秀な校長の指示を待つのではなく、自ら働きかける養護教諭であってほしいと締めくく

られた。 

 

シンポジウム【演題】「生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割」 

          ～子供の現代的な健康課題の解決に向けて～  

【コーディネーター】 跡見学園女子大学教授 松嵜 くみ子 

【シンポジスト】滋賀県医師会 学校医 野村 康之 福島県教育庁会津教育事務所学校教育課指導主事 髙橋 伸明 

広島県教育委員会事務局管理部主査 山内 領二 山梨県南巨摩郡見延町立西島小学校養護教諭 有野 久美 

 髙橋元中学校長先生のご発表が大変印象に残った。不登校等が多い状況の改善に、まず全教職員が

目標設定に関わる意識を持たせ、各組織に養護教諭を配置、毎日の養護教諭のＡ４、１～３枚の情報

を全教職員で共有され、保護者クレームを「校長先生、チャンスです」と前向きにされるなどの養護

教諭の言動が果たした役割が非常に大きかったと話された。養護教諭の関係者とのネットワークの構

築は、生徒の健康の保持増進にとどまらず、学校運営の基礎にもなっているとされ、素晴らしい実践

だった。 

 

 

 

 


